
 平成２２年 

 第２回市議会定例会 議案第６号 

   職員の勤務時間に関する条例の一部改正について 

 職員の勤務時間に関する条例の一部を改正する条例を次のように定め

る。 

  平成２２年６月１１日提出 

 

                  函館市長 西 尾 正 範   

 

   職員の勤務時間に関する条例の一部を改正する条例 

 職員の勤務時間に関する条例（平成３年函館市条例第３号）の一部を

次のように改正する。 

 第８条を第９条とし，第７条を第８条とし，第６条を第７条とし，第

５条の次に次の１条を加える。 

 （育児または介護を行う職員の深夜勤務および時間外勤務の制限） 

第６条 任命権者は，小学校就学の始期に達するまでの子のある職員（

職員の配偶者で当該子の親であるものが，深夜（午後１０時から翌日

の午前５時までの間をいう。以下この項において同じ。）において常

態として当該子を養育することができるものとして規則で定める者に

該当する場合における当該職員を除く。）が，規則で定めるところに

より，当該子を養育するために請求した場合には，公務の正常な運営

を妨げる場合を除き，深夜における勤務をさせてはならない。 

２ 任命権者は，３歳に満たない子のある職員が，規則で定めるところ

により，当該子を養育するために請求した場合には，当該請求をした

職員の業務を処理するための措置を講ずることが著しく困難である場

合を除き，第４条の規定による勤務（災害その他避けることのできな

い事由に基づく臨時の勤務を除く。次項において同じ。）をさせては

ならない。 

３ 任命権者は，小学校就学の始期に達するまでの子のある職員が，規

則で定めるところにより，当該子を養育するために請求した場合には，



当該請求をした職員の業務を処理するための措置を講ずることが著し

く困難である場合を除き，１月について２４時間，１年について 150

時間を超えて，第４条の規定による勤務をさせてはならない。 

４ 第１項および前項の規定は，職員の休日および休暇に関する条例第

７条の２第１項に規定する日常生活を営むのに支障がある者を介護す

る職員について準用する。この場合において，第１項中「小学校就学

の始期に達するまでの子のある職員（職員の配偶者で当該子の親であ

るものが，深夜（午後１０時から翌日の午前５時までの間をいう。以

下この項において同じ。）において常態として当該子を養育すること

ができるものとして規則で定める者に該当する場合における当該職員

を除く。）が，規則で定めるところにより，当該子を養育」とあるの

は「職員の休日および休暇に関する条例第７条の２第１項に規定する

日常生活を営むのに支障がある者（以下「要介護者」という。）のあ

る職員が，規則で定めるところにより，当該要介護者を介護」と，「

深夜における」とあるのは「深夜（午後１０時から翌日の午前５時ま

での間をいう。）における」と，前項中「小学校就学の始期に達する

までの子のある職員が，規則で定めるところにより，当該子を養育」

とあるのは「要介護者のある職員が，規則で定めるところにより，当

該要介護者を介護」と読み替えるものとする。 

５ 前各項に規定するもののほか，勤務の制限に関する手続その他の勤

務の制限に関し必要な事項は，規則で定める。 

   附 則 

 この条例は，平成２２年６月３０日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 



 （提案理由） 

 職員から子の養育または日常生活を営むのに支障がある者の介護のた

めに請求があった場合には，当該職員の深夜勤務および時間外勤務を制

限することとするため 


